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　「
泉
川
長
者
花
鳥
踊
り
保
存

会
」
が
こ
の
た
び
地
域
の
伝
統
文

化
の
継
承
、
後
継
者
の
育
成
活
動

を
支
援
し
て
い
る
『
明
治
安
田
生

命
ク
オ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ
文
化

財
団
』
か
ら
助
成
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　二
百
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
民

俗
芸
能
で
あ
る
「
川
又
の
花
鳥
踊

り
」
は
、
仁
淀
川
町
泉
川
地
域
三

集
落
で
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
川
又

八
所
神
社
な
ど
の
秋
祭
り
に
境
内

で
演
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

踊
り
は
、
大
太
刀
九
人
・
小
太
刀

九
人
・
獅
子
駒
二
人
・
鼻
高
面
二

人
・
太
鼓
二
人
で
演
じ
ら
れ
る
真

刀
を
使
っ
て
の
勇
壮
な
武
者
踊

り
で
、
衣
装
の
豪
華
壮
麗
さ
に

特
徴
が
あ
り
、
昭
和
四
十
年
六

月
に
は
高
知
県
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、
最
近
で
は

人
口
減
少
に
よ
る
踊
り
手
不
足

な
ど
で
奉
納
で
き
な
い
状
態
が

続
い
て
き
ま
し
た
。

　伝
統
を
絶
や
し
た
く
な
い
と

平
成
元
年
に
発
足
し
た
「
泉
川

長
者
花
鳥
踊
り
保
存
会
」
も
、

踊
り
の
保
存
伝
承
活
動
に
苦
労

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
こ
の
時

期
に
や
ら
な
け
れ
ば
、
廃
れ
て

し
ま
う
と
の
危
機
感
か
ら
、
平

成
二
十
三
年
十
月
三
十
日
、
十

数
年
ぶ
り
に
川
又
八
所
神
社
で

全
演
目
（
所
要
時
間
約
四
時

間
）
が
奉
納
さ
れ
、
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
堂
々
と
踊
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
が
、
小
雨
の
な
か
集

ま
っ
た
大
勢
の
観
衆
に
感
動
を

与
え
ま
し
た
。

　後
継
者
を
育
て
、
花
鳥
踊
り

を
守
り
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
を
元
気
づ
け
て
い
こ
う

と
、
保
存
会
の
皆
さ
ん
の
活
動

は
続
き
ま
す
。

　今
回
の
助
成
金
は
こ
う
し
た

活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、

助
成
金
（
五
十
万
円
）
目
録
贈

呈
式
は
、
六
月
十
八
日
に
、
明
治
安

田
生
命
高
知
営
業
支
社
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　加
藤
さ
ん
は
昭
和
四
十
四
年

に
旧
仁
淀
村
消
防
団
に
入
団
し
、

平
成
二
十
年
に
退
団
さ
れ
る
ま

で
、
三
十
八
年
余
の
長
き
に
わ

た
り
、
率
先
し
て
消
防
活

動
に
従
事
し
、
消
防
団
の

育
成
・
発
展
の
た
め
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
団
長
就
任
以
来
、

消
防
施
設
整
備
充
実
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
行
政

に
強
く
働
き
か
け
る
な
ど
、

消
防
力
強
化
に
多
大
な
成

果
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

豊
富
な
消
防
知
識
と
経
験

を
も
と
に
、
日
ご
ろ
か
ら

消
防
技
能
等
に
つ
い
て
団

員
へ
の
指
導
に
努
め
、
団

結
を
図
る
と
と
も
に
、
団

員
の
士
気
の
高
揚
に
欠
か
せ
な

い
操
法
訓
練
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、
全
国
消
防
操
法
大
会

で
は
、
平
成
二
年
及
び
平
成
十

八
年
の
ポ
ン
プ
車
の
部
で
準
優

勝
に
導
く
な
ど
、
操
法
を
全
国

レ
ベ
ル
に
高
め
ま
し
た
。

　六
月
三
十
日
に
仁
淀
多
目
的

研
修
集
会
施
設
で
開
催
さ
れ
た

受
章
祝
賀
会
（
主
催
・
発
起
人

代
表
大
石
武
志
森
地
域
長
）
で

は
、
大
石
弘
秋
町
長
や
県
議
会

議
員
ら
来
賓
と
、
地
域
の
方
々

や
消
防
関
係
者
な
ど
、
約
百
八

十
人
が
出
席
し
、
加
藤
さ
ん
の

栄
誉
を
た
た
え
ま
し
た
。

　数
々
の
祝
辞
が
贈
ら
れ
た
後
、

加
藤
さ
ん
は
「
こ
の
度
の
栄
誉

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
は
感
激
の
極

み
で
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
地
域

の
皆
さ
ま
の
心
温
か
い
ご
指
導
ご

支
援
の
賜
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
は
こ
の
栄
誉
に
恥
じ

ぬ
よ
う
健
康
に
留
意
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
少
し
で
も
社
会
に
貢

献
で
き
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

伝
承
に
力
を
注
ぐ

「
泉
川
長
者
花
鳥
踊
り
保
存
会
」を
支
援

　昨
年
十
一
月
二
十
七
日
、
高
知
岳
風
会
吟
道
予
選
大
会
で
優

勝
、
さ
ら
に
本
年
五
月
二
十
七
日
、
山
口
県
で
開
催
さ
れ
た
中

国
四
国
地
区
吟
道
大
会
で
の
優
勝
に
よ
り
、
公
益
社
団
法
人

　

日
本
詩
吟
学
院
岳
風
会
主
催
の
全
国
吟
道
大
会
合
吟
の
部
へ
の

出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
は
、
本
年
十
月
十
四
日

札
幌
市
ニ
ト
リ
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　山
間
僻
地
の
仁
淀
川
町
か
ら
和
合
と
団
結
に
よ
っ
て
厳
し
い

予
選
を
勝
ち
抜
き
、
全
国
大
会
の
大
舞
台
に
駒
を
進
め
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

詩
吟「
合
吟
の
部
」全
国
大
会
出
場
決
定

加
藤
亀
生
さ
ん
春
の
叙
勲「
瑞
宝
単
光
章
」受
章

十
数
年
ぶ
り
に
川
又
八
所
神
社
で
奉
納
さ
れ
、
華

や
か
な
衣
装
で
勇
壮
な
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た

明治安田クオリティオブライフ文化財団が助成金

地域を元気にしたい  保存会会長  安井繁忠さん

助成金の贈呈式に出席した（前列中央目録を持
つ）安井繁忠会長、（右隣）大野敏光教育長

踊り子募集！ 興味のある方はぜひ一緒に踊りましょう。子どもも大人も大歓迎です。

連絡先（指導者・安井繁忠）　☎０９０-７５７０-８１９２

　繁忠さんが当時２６歳の時、お父さんが花鳥踊り復活に携わり、

伝統継承のために踊りの指導を続けてきました。

　その後、繁忠さんが活動を引き継ぎ、保存会メンバーとともに伝

承に力を注いでいます。

　「衣装・道具等も老朽化し、買い替えや修繕の時期にきていたた

め、今回の助成は非常にありがたく、励みになる。今後はいろいろ

な所で花鳥踊りを披露していきたい。そして少しでも地域が元気に

なれば」と、今後の活動について熱い思いを話してくれました。

【今年の奉納日】

１０月２８日（日）

※１０月の第４日曜日

　川又八所神社

やす   い   しげ  ただ

　平
成
二
十
四
年
度
春
の
叙
勲
で
、
元
仁
淀
川
町
消
防
団
副
団
長
の
加
藤
亀
生
さ
ん
（
六
十
四
歳
・
五

味
）
が
、
長
年
に
わ
た
り
一
貫
し
て
消
防
活
動
の
第
一
線
に
立
ち
、
水
害
・
火
災
防
除
、
消
防
力
強
化

に
献
身
的
な
努
力
を
払
わ
れ
た
多
大
の
成
果
と
功
績
に
よ
り
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

【略歴】

 昭和４４年１０月 仁淀村消防団入団

 平成   ３年   ６月 仁淀村消防団第一分団分団長

 平成   ５年   ４月 仁淀村消防団副団長

 平成１５年   ４月 仁淀村消防団団長

 平成１７年   ８月 仁淀川町消防団副団長

 平成２０年   ３月 退団

消防団で38年  常に第一線で消防活動

出
場
者
（
一
声
和
合
地
区
会
選
出
）

指
導
部
長

　藤
原

　徳
子
（
岳
慧
）

選
手
【
池
川
教
室
】

　
　
　
　
　中
川

　幸
子
（
幸
岳
）

　
　
　
　
　安
部

　容
子
（
容
風
）

　
　
　
　
　竹
村

　珠
紀
（
紀
山
）

　
　【
長
者
教
室
】

　
　
　
　
　西
森

　君
香
（
香
風
）

　
　
　
　
　高
平
早
百
合
（
早
風
）

　
　【
別
府
教
室
】

　

　
　
　
　
　山
口
喜
久
子
（
掬
風
）

　
　
　
　
　坪
内

　久
美
（
久
泉
）

　
　
　
　
　西
森

　信
子

　
　【
吾
北
教
室
】

　
　
　
　
　坂
本

　正
子
（
正
風
）

　
　【
日
下
教
室
】

　
　
　
　
　谷
脇
恵
美
子
（
惠
泉
）

　
　
　
　
　森
下

　由
香
（
鷹
泉
）

　
　
　
　
　佐
藤

　幸
子
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６月２４日　南国市日章福祉交流センターで、中

央地区文化協会主催の「東西南北まわり舞台」が

８市町村参加の下、盛大に開催されました。

７月２日　「第６２回社会を明るくする運動」

が行われました。本年は「犯罪・非行の防止と

更生の援助のため、地域住民の理解と参加を求

める」ことを重点目標とし、７月の強調月間に

さまざまな活動が行われています。

　当日は、高吾保護区保護司会員ら約４０人が

各広報車に分乗して高吾地区３町をパレードす

るとともに、法務大臣のメッセージを伝達する

ために役場を訪れました。

　伝達式では、片岡和政高吾保護区保護司会長

が「地域に根ざした活動を更に推進し、多くの

方々の積極的な参加を得て、犯罪や非行を抑止

する地域の力を育て、犯罪をした人や非行のあ

る少年の立ち直りを支え、安全で安心して暮ら

せる地域社会づくりを進めていきたい」との

メッセージを大石弘秋町長へ伝達しました。

　メッセージを受け取った町長からは、この

運動の重要性と参加された皆さんの労をねぎ

らうあいさつがありました。また、各総合支

所でもメッセージの伝達が行われました。

　今回、仁淀川町からの参加は歌と踊りに計１８人。

歌では伸びやかな、そして艶のある声で、踊りでは

華やかな舞で、会場を大いに盛り上げました。

　町の無形文化財に指定されている「椿

山太鼓踊り」も奉納され、踊りには伝統

継承に力を注ぐ池川青年団員も参加して、

見物客の前で堂々と踊りを披露しました。

　両集落から集まった地域住民ら約３０

人が、太鼓やかねを打ち鳴らしながら水

田を巡り、約３０分かけて地区を練り歩

きました。

「社会を明るくする運動」パレード

山
里
に
受
け
継
が
れ
る
伝
統
行
事

安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
づ
く
り
を

【競技の結果】

小型ポンプ操法

　第１位　森分団

　第２位　用居分団

　第３位　川渡分団

ポンプ車操法

　第１位　森分団

　第２位　池川分団

早出し放水競技

　第１位　長者分団

早掛け競技

　第１位　川渡分団

中継放水競技

　第１位　高瀬・沢渡・

　別枝分団合同チーム

缶送り競技

　第１位　用居分団

総合優勝　仁淀方面隊

消防庁長官表彰

　川村　勝宏（名野川分団分団長）

日本消防協会長表彰（精績章）

　野々宮正輝（副団長）

日本消防協会長表彰（勤続章）

　上尾勝日己（副団長）

　川村　勝宏（名野川分団分団長）

　藤原　有二（大崎分団部長）

　野村美智夫（池川分団班長）

　西岡志乃武（別枝分団班長）

　山中　博文（池川分団団員）

　山中　忠一（池川分団団員）

　高平　岩男（泉川分団団員）

　西森　愛明（用居分団団員）

　植木　明彦（池川分団団員）

　山本　栄司（別枝分団団員）

日本消防協会長表彰（功績章）

　尾崎登代美（大崎婦人防火クラブ会長）

７
月
８
日

　夏
の
日
差
し
の
下
、

田
村
多
目
的
広
場
で
町
消
防
大

会
が
開
催
さ
れ
、
総
勢
二
百
三

十
五
人
の
団
員
と
高
吾
北
消
防

署
員
、
町
議
会
議
員
ら
が
出
席

し
ま
し
た
。

　ま
ず
田
村
多
目
的
広
場
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
新
入
団
員
の
辞
令
交

付
式
や
表
彰
披
露
が
行
わ
れ
た

後
、
消
防
活
動
の
基
本
と
な
る

服
装
お
よ
び
機
械
器
具
点
検
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
消
防
訓
練
場
に
会

場
を
移
し
て
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
（
七
チ
ー
ム
）
と
自
動
車
ポ

ン
プ
操
法
（
二
チ
ー
ム
）
が
行

わ
れ
、
日
ご
ろ
身
に
付
け
た
消

防
技
術
を
使
い
、
火
点
目
指
し

て
真
剣
に
挑
み
ま
し
た
。

  

午
後
か
ら
は
、
各
地
区
の
方

面
隊
対
抗
で
四
競
技
（
早
出
し

放
水
、
早
掛
け
、
中
継
放
水
、

缶
送
り
）
が
行
わ
れ
、
団
員
た

ち
は
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
最
後

ま
で
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　大
会
の
結
果
、
小
型
ポ
ン
プ

操
法
と
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
で

優
勝
し
た
森
分
団
は
、
十
月
に

県
消
防
学
校
（
い
の
町
）
で
開

催
さ
れ
る
中
央
地
区
消
防
大
会

へ
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

 豊作願い「虫送り」消防技術競う 町消防大会に団員235人
仁淀方面隊が総合優勝

東西南北まわり舞台

田の害虫を追い払い、豊作を願う「虫送り」が行われました。

６
月
20
日

　椿
山

片
岡
和
政
会
長
か
ら
、
大
石

町
長
へ
法
務
大
臣
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た

７
月
１
日

　上
川
渡
・
戸
立

森
分
団 

　
　
　
　

  

優
勝
・
中
央
大
会
へ

小
型
ポ
ン
プ

自
動
車
ポ
ン
プ

小型ポンプ操法優勝　森分団

正
確
さ
と
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
早
掛
け
競
技

新
入
団
員

川
村

　大
輔
（
池
川
分
団
）

藤
本

　淳

　（
池
川
分
団
）

中
川
慎
太
圭
（
池
川
分
団
）

菊
池

　祥
彦
（
長
者
分
団
）

大
原

　彰
斗
（
大
崎
分
団
）

中
島

　角
栄
（
用
居
分
団
）

今
西

　茂
人
（
森
分
団
）

大
原

　佑
弘
（
森
分
団
）

西
森

　慎
二
（
森
分
団
）

片
岡

　太
智
（
沢
渡
分
団
）

井
上

　勇
志
（
寺
村
分
団
）

主
な
表
彰
関
係
者

宣誓を行う
川村大輔団員



歴史を越えた交流から
　　　　宇宙を通した交流へ

《7》 広報によど川 8月号 広報によど川 8月号 《6》

６
月
22
日

　吾
川
中
学
校
に

佐
川
警
察
署
員
が
来
校
、
薬

物
乱
用
防
止
教
室
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　全
校
生
徒
が
実
際
の
薬
物

の
模
型
と
、
薬
物
に
関
す
る

資
料
が
多
く
掲
示
さ
れ
た
バ

ス
に
乗
車
し
勉
強
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
数
人
の
薬
物

中
毒
者
が
ど
の
よ
う
な
人
生

を
歩
ん
だ
か
を
描
い
た
、
ド

ラ
マ
仕
立
て
の
D
V
D
を
鑑

賞
し
、
薬
物
依
存
の
怖
さ
と

悲
惨
さ
を
学
び
ま
し
た
。

７
月
５
日

　仁
淀
中
学
校
で

薬
物
乱
用
防
止
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
た

「
タ
バ
コ
と
健
康
被
害
」

「
飲
酒
に
つ
い
て
」
の
講
話

や
麻
薬
、
覚
せ
い
剤
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　参
加
し
た
二
年
生
か
ら
は

「
病
気
に
な
る
の
で
タ
バ
コ
は

吸
い
た
く
な
い
と
感
じ
た
」

「
小
学
生
の
時
も
薬
物
の
怖
さ

を
聞
い
た
が
、
改
め
て
恐
ろ
し

さ
が
わ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

　教
室
に
参
加
し
た
吾
川
中
、

仁
淀
中
の
生
徒
た
ち
は
真
剣
な

ま
な
ざ
し
で
説
明
に
聞
き
入

り
、
薬
物
の
怖
さ
や
非
行
に
つ

い
て
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

　さ
ま
ざ
ま
な
誘
惑
に
負
け
な

い
強
い
意
志
と
、
正
し
い
判
断

力
を
持
つ
こ
と
の
必
要
性
を
見

つ
め
直
す
、
貴
重
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

７
月
７
日

　仁
淀
川
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
（
岡
林
照
壽
会
長
）
と
町
教

育
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
第
一
回
仁
淀
川
町
招
待
球
技
大
会
」
が
、
仁
淀
中
学

校
・
吾
川
中
学
校
体
育
館
を
会
場
に
、
十
校
を
招
待
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
雨
天
に
よ
り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
生
徒
た

ち
は
日
ご
ろ
の
鍛
錬
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
最
後
ま
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
応
援
に
駆
け
つ
け
た
多
く
の
保
護
者
か
ら
も
熱
い
声
援
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　各
競
技
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

７
月
２
日

　長
者
の
棚
田
で
、
だ
ん
だ
ん
く
ら
ぶ
会
長
の
西
森
勇
幸
さ
ん
と

同
く
ら
ぶ
の
岡
﨑
信
守
さ
ん
に
よ
る
指
導
の
下
、
長
者
小
学
校
五
年
生
十
人

が
、
手
で
田
ん
ぼ
の
泥
を
混
ぜ
て
空
気
を
送
り
込
む
「
あ
ぜ
く
る
」
と
よ
ば

れ
る
、
稲
の
成
長
を
促
す
重
要
な
手
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　こ
の
田
ん
ぼ
に
植
え
ら
れ
た
稲
は
、
だ
ん
だ
ん
く
ら
ぶ
の
協
力
に
よ
り
、

田
植
え
が
行
わ
れ
、
毎
日
子
ど
も
た
ち
と
同
く
ら
ぶ
が
水
当
番
を
し
な
が
ら

大
切
に
育
て
て
き
た
も
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
田
ん
ぼ
に
足
を
入
れ
る

と
、
「
足
が
は
ま
っ
て
ぬ
け
ん
」
「
ぬ
る
ぬ
る
や
」
と
戸
惑
い
な
が
ら
も
、

コ
ツ
を
つ
か
む
と
あ
ぜ
く
る
手
つ
き
も
様
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　秋
に
収
穫
予
定
の
こ
の
も
ち
米
は
、
も
ち
つ
き
や
十
二
月
に
同
会
場
で
開

催
さ
れ
る
「
長
者
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
に
出
店
す
る
予
定
で
、
現
在
そ
の

商
品
名
を
思
案
中
で
す
。

　子
ど
も
た
ち
が
愛
情
を
注
い
だ
も
ち
米
。
店
頭
に
並
ぶ
日
が
楽
し
み
で
す
。

７月９日　「武田勝頼土佐の会」と２年ほど前か

ら交流のある山梨県韮崎市の「武田勝頼・新府に

らさきの会」が大崎小学校を訪れ、子どもたちと

一緒に同市の宇宙大豆と同じ品種「甲州ナカセン

リ」の豆を植え、両会関係者のほか子どもら約

５０人が参加し、交流を深めました。

 校庭には実際に宇宙を旅した宇宙桜（ひょうた

ん桜）も植えてあり、夢のある地域間の交流とな

りました。

　子どもらは、「大豆は苦手だけど、頑張って食

べてみたいです」「宇宙のように大きく育ってほ

しい」とそれぞれに夢を膨らませていました。

　にらさきの会の高木智朗代表は「この大豆がお

茶ともうひとつの仁淀川町の特産品になれば」と

期待していました。

　今後も「土佐の会」の勝頼落人伝説による町お

こしは続きます。

　さくらクラブ吾川主催「第７回会長杯ソフトボール大会」が５月８日から町民運動場で開幕し、

１カ月間にわたるリーグ戦（４チーム総当たり２回戦）を制した「名野川エラーズ」が優勝しま

した。

吾
川
中
・
仁
淀
中
で
薬
物
乱
用
防
止
教
室

第
１
回
仁
淀
川
町
招
待
球
技
大
会

ダメ！！
絶対！！

薬物車載バスの中の生徒の様子(吾川中)

卓球女子団体優勝の仁淀中チーム

バレーの部準優勝の仁淀中チーム

真剣に聞き入る生徒たち(仁淀中)

秋
の
収
穫
に
向
け
　貴
重
な
体
験
！  

長
者
小
学
校

低
い
姿
勢
で
泥
を
し
っ
か
り

混
ぜ
て
空
気
を
送
り
ま
し
た

卓球女子団体の部 優勝　仁淀中学校！ 女子バレーの部でも仁淀中学校が準優勝！

卓球女子団体の部

　１位　仁淀中学校

　２位　朝ケ丘中学校

　３位　美川中学校

卓球男子団体の部

　１位　浦ノ内中学校

　２位　伊野中学校

　３位　一宮中学校

女子バレーボールの部

　１位　越知中学校

　２位　仁淀中学校

　３位　十川中学校

　　　　朝ケ丘中学校

「さくらクラブ吾川」会長杯　ソフトボール大会 （５/８～５/３１）

仁淀川町体育会主催
交流ミックスバレーボール大会

チーム成績

　優　勝　名野川エラーズ　

　準優勝　役場

　第３位　テキーラ

　第４位　Ｘ

最優秀選手賞

　小野尊央（名野川エラーズ）

■７月１２日（木） 池川体育館

優　勝　池 川（小野正志、青木貴文、瀧本紘平、

　　　　　　　 山本良輔、岡崎加津代、金尾愛）

準優勝　用 居

第３位　だんだんよ

※ホームラン王は、３人が１本で並んだため、該当者なし

優勝した池川チームを囲んで記念撮影



第5回 寺村真夏の集い
日時　８月11日（土）17時～

場所　寺村小学校グラウンド

内容　ビアガーデン、紙飛行機大会、

　　　カラオケ、踊りなど

第26回 茶霧湖まつり
日時　８月16日（木）15時～

場所　仁淀川町観光センター運動広場

内容　大抽選会（豪華景品あり）、木工教室、

サイコロゲーム、もちまき、盆踊り、

花火大会など

問い合わせ

仁淀総合支所地域振興課内　

茶霧湖まつり実行委員会事務局

☎３２－１１１３

第55回 池川清流まつり
日時　８月11日（土）10時～

場所　宮崎の河原・池川小学校ほか

内容　魚のつかみ取り大会、ダックレース、

丸太川上りレース、椿山太鼓、鳴子踊り、

清流太鼓、安居神楽、もちまき、

花火大会など

申し込み・問い合わせ

池川総合支所地域振興課内

池川清流まつり実行委員会事務局

☎３４－２１１４

夏休み最後のお楽しみ
スーパー夜市
日時　８月25日（土）18時～

場所　北浦ふれあい公園

内容　ゲーム大会各種、

みんなで花火、ビール、

焼き鳥など

第36回 歌って走って
キャラバンバン
仁淀川町・吾川大会
日時　８月11日（土）15時～

場所　田村多目的広場

（雨天時は吾川中学校体育館）

第11回 大崎夕涼み大会
日時　８月18日（土）16時30分～

場所　吾川中学校グラウンド

内容

ビアガーデン、

大崎げんばおどり、

玄蕃太鼓、大抽選会、

花火大会など

8月の
イベント

情報

8月の
イベント

情報

《9》 広報によど川 8月号 広報によど川 8月号 《8》

　コスモスの町で出会いの予感！清流『仁淀

川』が流れる越知町の“黒瀬ログハウス”を

中心に、今話題のラフティング体験やキャン

プ場での野外バーベキューを楽しみながらお

互いの交流を深める１泊２日のツアーです。

このツアーに参加してくれる２０歳以上の独

身男女を募集中です！！

　越知町の豊かな自然の中に素敵な出会いが

あります。

◆開催日

　９月１日（土）・９月２日（日）

◆場所

　越知町「黒瀬キャンプ場」

　清流「仁淀川」を中心としたツアー

◆参加料（体験料および食事代込み）

　男性4,000円、女性2,000円

◆参加対象

・20歳以上の独身男性（男性は越知町・佐川町・

仁淀川町・日高村・いの町・土佐市）

・20歳以上の独身女性（女性は高知県内）

◆申込方法

　住所・氏名・年齢・性別・電話番号（携帯

可）・メールアドレス（携帯可）を、電話または

ＦＡＸ・Ｅメールにてお知らせください。

◆申込締め切り

　８月27日（月）

※定員（男女各10人程度）に達し次第締め切りと

　なります。申し込みはお早めに！             

◆問い合わせ

　山あい川あい越知で愛ツアー実行委員会

　（事務局担当／片岡）

　高岡郡越知町越知甲1947－6（商工会事務所）

　☎２６－１１８１　　２６－２３１８

　メール（任意）ochisci@mb.inforyoma.or.jp

　川
の
大
切
さ
や
再
生
に
つ
い
て
考
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　今
回
は
ウ
ナ
ギ
の
生
態
を
研
究
さ
れ
て
い
る

東
京
大
学
の
青
山
准
教
授
を
お
招
き
し
、
現

在
、
世
界
的
な
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
減
少
が
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
お
話

や
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
仁
淀
ブ
ル
ー
、
奇

跡
の
仁
淀
川
」
の
企
画
に
参
加
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

高
知
放
送
局
西
川
多
紀
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
写
真
家
高
橋
宣
之
氏

の
写
真
を
も
と
に
行
う
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
な
か
っ
た
未
公
開

映
像
が
見
ら
れ
ま
す
。

　お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時

　８
月
19
日
（
日
）

　受
付
13
時
〜
・
開
会
13
時
30
分

会
場

　土
佐
市
「
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー
ル
」

主
催

　仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合

共
催

　仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
（
高
知
市
・
土

佐
市
・
い
の
町
・
日
高
村
・
佐
川
町
・
越
知

町
・
仁
淀
川
町
）

第
１
部

　基
調
講
演
な
ど

第
２
部

　交
流
懇
談
会（
利
き
ア
ユ
会
）

　
　
　
　17
時
〜

　会
費
４
千
円

　

問
い
合
わ
せ

　仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合
（
い
の
町
）

　☎
０
８
８
・
８
９
３
・
２
３
０
０

『山あい川あい越知で愛ツアー』『山あい川あい越知で愛ツアー』仁淀川出会いキャンプツアー

仁
淀
川
の
森
と
水
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

わんぱくカーニバルin仁淀
日時：８月９日（木）

　　　10時～17時（受付開始９時30分～）

場所：長者川かじやごう橋～加藤石材店下部まで

　　　※小学生が対象

参加料：保護者５００円 、小学生以下２００円

内容：ウナギ、アメゴのつかみどり

　　　昼食・かき氷コーナーなど

問い合わせ・申し込み

仁淀総合支所地域振興課　☎３２－１１１３

長者で七夕まつり開催
日時：８月１２日（日）～８月１８日（土）

　　　16時　地場産品等出店（８月１２日のみ） 

　　　17時　ちょうちん点灯 

場所：長者（大いちょう前の棚田ほか）

コ
ス
モ
ス
の
町
で
出
会
い
の
予
感



広報によど川 8月号 《10》《11》 広報によど川 8月号

こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

　熱
中
症
っ
て
ご
存
じ
で
す

か
？

　昔
か
ら
言
わ
れ
て
き
た

病
気
で
す
の
で
皆
さ
ん
ご
存
じ

だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
最

近
特
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　実
は

こ
こ
数
年
熱
中
症
に
な
る
方
が

急
激
に
増
え
て
い
る
ん
で
す
。

重
篤
に
な
れ
ば
死
ぬ
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
必
ず
予
防
で

き
る
病
気
「
熱
中
症
」
。
そ
こ

で
、
今
回
は
、
健
康
で
安
全
な

夏
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
熱
中
症
に
つ
い
て
も
う
一

度
お
話
し
し
ま
す
。

　熱
中
症
の
お
さ
ら
い
で
す
。

普
通
人
間
は
、
暑
い
時
に
は
、

汗
を
か
く
な
ど
し
て
体
温
を
調

節
し
ま
す
が
、
そ
の
汗
も
出
し

き
っ
て
し
ま
い
、
熱
を
体
外
に

出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
体
の
中

に
た
ま
っ
て
い
る
状
態
が
熱
中

症
で
す
。
そ
の
熱
が
体
に
負
担

を
か
け
、
め
ま
い
や
立
ち
く
ら

み
、
頭
痛
、
吐
き
気
な
ど
の
症

状
が
出
て
き
ま
す
。

  

　熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

水
分
補
給
と
暑
さ
を
避
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
次
の
こ
と
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

①
小
ま
め
に
水
分
を
補
給

②
無
理
を
せ
ず
、
小
ま
め
に
休

　憩
③
涼
し
い
服
装
で
、
外
出
に
は

　日
傘
や
帽
子
を
利
用
す
る

④
エ
ア
コ
ン
・
扇
風
機
を
上
手

　に
使
う

⑤
部
屋
の
風
通
し
を
良
く
す
る

熱
中
症
か
と
思
っ
た
ら

　も
し
熱
中
症
に
な
っ
た
と

き
、
周
り
の
人
が
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
き
は
、
風
通
し
の
良
い

日
陰
や
涼
し
い
室
内
に
避
難
さ

せ
、
体
を
冷
や
す
た
め
に
う
ち

わ
で
あ
お
い
だ
り
、
氷
嚢
な
ど

で
首
や
脇
を
冷
や
す
こ
と
が
大

切
で
す
。
意
識
が
な
か
っ
た

り
、
水
が
飲
め
な
い
よ
う
な
状

態
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
救
急
車

を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

意
外
？
室
内
で
も
熱
中
症
は

起
こ
り
ま
す
。

　熱
中
症
っ
て
外
で
起
こ
る
病

気
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

実
は
熱
中
症
の
四
〇
％
は
室
内

で
起
こ
っ
て
い
る
ん
で
す
。
今

年
は
特
に
節
電
が
言
わ
れ
、
エ

ア
コ
ン
な
ど
を
使
い
づ
ら
い
状

況
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す

が
、
自
身
の
健
康
を
守
る
た
め

に
、
す
だ
れ
や
カ
ー
テ
ン
で
日

差
し
を
さ
え
ぎ
る
、
換
気
を
す

る
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
使

う
な
ど
し
て
、
部
屋
に
熱
が
こ

も
ら
な
い
よ
う
に
、
室
内
の
温

度
を
快
適
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

予
防
が
大
切
！

か
か
ら
な
い
で
、
熱
中
症

絆
深
め
た
合
同
宿
泊
研
修

教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜
７月５日・６日　別府小学校と長者小学校の５

年生が合同で、県立幡多青少年の家（黒潮町）

で集団宿泊訓練を行いました。

　入所式では所長さんから、｢あいさつをするこ

と、時間やルールを守ること、話を聞くときは

相手を見てしっかり聞くこと｣などの、集団生活

で大切なことについてお話がありました。

　心配していた天気もカラッと良くなり、楽し

みにしていた海水浴もでき、みんな大喜びで歓

声が上がっていました。夜は、キャンドルサー

ビスを行い、各班の出し物やフォークダンスで

大いに盛り上がりました。

　２日目はウオークラリーを行い、途中で道に迷ったりしながらも、丸太渡りや笑い地蔵などのゲー

ムをして無事にゴールすることができて、班の絆を深めました。

　宿泊訓練が両校の交流の場となり、友情を深め合いながら、楽しい思い出を作ることができました。

子どもの読書活動支援員便り
☆7月21日～8月20日は「雑誌愛読月間」です

・今年の標語は「フツーじゃ見えない世の中が

　あります」です。

　中央公民館２階ロビーには旅行雑誌や料理、

　手芸の本なども置いています。

☆お知らせ

・展示図書の入れ替えを行いました

　今年は中央公民館３階図書室でも展示を行っ

ています。現在は「推理小説のススメ」という

タイトルで50冊を展示しています。

　なお、全て無料で貸し出しできますので、ぜ

ひご利用ください。ほかに中央公民館２階ロビ

ーや２階図書室でも展示を行っています。

このコーナーに関する問い合わせ

　教育委員会（西田・片岡）

　☎３５－００１８　　３５－００１０

ご
寄
付
の
お
礼

◇
一
般
寄
付
金

　西
村
東
洋
雄
様
（
高
知
市
）

◇
広
報
寄
付
金

　種
倉

　昭
子
様
（
川
崎
市
）

　片
岡
優
次
郎
様
（
高
知
市
）

　小
野

　英
一
様
（
安
城
市
）

　片
丘

　末
治
様
（
岐
阜
県
）

　野
村
兼
八
郎
様
（
高
知
市
）

　山
中
光
智
恵
様
（
高
知
市
）

　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受

け
し
、
町
行
政
な
ら
び
に
広
報

発
行
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
役
場

健康テレホンサービスのご案内

　高知県保険医協会は県内の医師・歯科医師、約

６００人で構成された団体です。下記の内容で朝

９時から翌朝９時まで、２４時間同じテーマのテ

ープを流しています。

健康テレホンサービスの電話番号は

☎０８８－８３２－５２６６です。

問い合わせ

高知保険医協会　☎０８８－８３２－５２３１

　　　　　　　　　０８８－８３２－５２２９

〒７８０－８０３５　

高知市河ノ瀬４１－１オーク高知ビル４階

川とは一味違う魅力を味わいながら、楽しく泳ぎました

展
示
の
様
子

（
中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー
）

・リサイクル図書について

　中央公民館２階図書室、長者図書室では８

月中、不要になった本をリサイクル図書とし

て、専用スペースに置いています。無料です

ので、ご自由にお持ち帰り下さい。　

※本には「リサイクル図書」のシールを貼っ

ていますので、お間違えのないようにお願

いします。



広報によど川 8月号 《12》《13》 広報によど川 8月号

　国
民
年
金
制
度
は
、
二
十
歳

か
ら
六
十
歳
に
到
達
す
る
ま
で

の
四
十
年
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

で
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、
保
険
料
を

納
め
ら
れ
な
か
っ
た
期
間
が
あ

る
場
合
や
資
格
取
得
な
ど
の
届

け
出
忘
れ
に
よ
り
国
民
年
金
の

資
格
期
間
が
な
い
場
合
に
は
、

将
来
の
年
金
受
給
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が

受
給
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
（
保
険
料
納
付
や
免
除
等

の
合
計
が
二
十
五
年
（
三
百

月
）
未
満
の
場
合
）
が
あ
り
ま

す
。　こ

の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る

た
め
に
、
昨
年
、
法
律
が
改
正

さ
れ
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一

日
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
が

過
去
二
年
か
ら
十
年
に
延
長
と

な
る
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、
平
成
十
四
年

十
月
分
以
降
の
納
め
ら
れ
な
か

っ
た
保
険
料
を
、
平
成
二
十
四

年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七

年
九
月
三
十
日
ま
で
の
三
年
間

に
限
り
、
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　た
だ
し
、
す
で
に
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
権
を
お
持
ち
の
方

は
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　な
お
、
後
納
保
険
料
を
納
付

す
る
た
め
に
は
事
前
に
お
申
し

込
み
い
た
だ
き
審
査
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
審

査
の
結
果
、
後
納
制
度
に
よ
る

納
付
を
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
「
国
民
年
金
保

険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は

お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　０
５
０
ま
た
は
０
７
０
か
ら

始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に
な
る

場
合
は

　☎
０
３
・
６
７
３
１
・
２
０
１
５

　そ
の
ほ
か
の
方
は

　☎
０
５
７
０
・
０
１
１
・
０
５
０

受
付
時
間

　月
〜
金
曜
日

　午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

　た
だ
し
、
月
曜
日
（
月
曜
日

が
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）
は

午
後
７
時
ま
で
延
長

　第
２
土
曜
日

　午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時

※
祝
日
、
12
月
29
日
〜
１
月
３

日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん　高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

高
齢
者
や
障
害
者
の
人
権
問
題

解
消
に
向
け
、
下
記
の
と
お
り

電
話
相
談
の
強
化
週
間
を
実
施

し
ま
す
。
期
間
中
は
土
・
日
曜

日
も
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、

平
日
は
時
間
を
延
長
し
、
午
後

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・

放
送
大
学
で

学
び
ま
せ
ん
か
？

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル

解
決
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

■■■お知らせコーナー■■■

七
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

　９
月
10
日
（
月
）
か
ら

　９
月
16
日
（
日
）
ま
で

時
間　８

時
30
分
〜
19
時

※
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日

　は
10
時
か
ら
17
時
ま
で

開
設
場
所

高
知
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課

（
高
知
市
栄
田
町
２
¦
２
¦

10
高
知
よ
さ
こ
い
咲
都
合
同

庁
舎
）

電
話
番
号

　０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

　（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

取
り
扱
い
内
容

　介
護
者
か
ら
の
肉
体
的
・
心

理
的
虐
待
あ
る
い
は
家
族
ら
に

よ
る
経
済
的
虐
待
、
就
業
差

別
、
暮
ら
し
の
悩
み
ご
と
な
ど

高
齢
者
・
障
害
者
を
め
ぐ
る
人

権
問
題

そ
の
他

　相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。    

問
い
合
わ
せ

　高
知
地
方
法
務
局

　人
権
擁
護
課

　☎
０
８
８
・
８
２
２
・
３
５
０
３

　た
だ
い
ま
平
成
二
十
四
年
度

第
二
学
期
（
十
月
入
学
）
の
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の

大
学
で
す
。

　心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

資
料
請
求
が
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
放
送
大
学
高
知
学
習

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ

い
。

【
10
月
入
学
生
募
集
中
】

出
願
期
間

　８
月
31
日
（
金
）
ま
で

資
料
請
求

　☎
０
１
２
０
・
８
６
４
・
６
０
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　厚
生
労
働
省
高
知
労
働
局
で

は
、
県
内
四
カ
所
に
総
合
労
働

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
労

働
関
係
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
相
談
に
応
じ
る
と
と
も

に
、
労
使
間
に
お
け
る
個
別
労

働
紛
争
（
不
当
解
雇
、
労
働
条

件
の
引
き
下
げ
な
ど
）
の
適
切

か
つ
迅
速
な
解
決
を
図
っ
て
い

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
知
労
働
局
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー

　☎
０
１
２
０
・
７
８
３
・
７
２
２

　（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
県
外
、
携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　な
ど
の
移
動
電
話
か
ら
は
ご

　利
用
に
な
れ
ま
せ
ん

　☎
０
８
８
・
８
８
５
・
６
０
２
７

※
女
性
相
談
員
が
配
置
さ
れ
て

　い
ま
す

須
崎
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　☎
０
８
８
９
・
４
２
・
１
８
６
６

高
知
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://k
o
ch
i-ro
u
d
o
u
k
y
o
k
u
.

jsite.m
h
lw
.g
o
.jp
/

後
納
制
度（
国
民
年
金

保
険
料
の
納
期
限
の

延
長
）が
始
ま
り
ま
す

全
国
一
斉「
高
齢
者
・

障
害
者
の
人
権
あ
ん

し
ん
相
談
」強
化
週
間

特別児童扶養手当制度をご存じですか？

特別児童扶養手当とは・・・

　この制度は、障害児の福祉の増進を図ることを目的とする制度であるとともに、在宅障害児の監護・

養育者に対する手当を支給するものです。

　○障害児とは・・精神、知的または身体障害等の障害にある２０歳未満の児童で、政令に定める

　　　　　　　　　障害の状態にある者。

　○監護とは・・・日常生活において対象児童の衣食住などの面倒をみていること。

どのような人が手当を受けられるのですか？ 

　日本国内に住所を有し、障害児を監護（介護）している父、または母、もしくは父母に代わってその

児童と同居監護し、かつその生計を維持している人が、特別児童扶養手当を受け取ることができます。

　ただし、次のいずれかに該当するときは、手当を受けることができません。 

①児童が障害を理由として年金を受けることができるとき。

②児童が児童福祉施設などに入所しているとき。

③請求者、配偶者及び扶養義務者の前年の所得が、政令で定める限度額を超えている場合。

手当の額はどのくらいですか？

　重度障害児の場合（１級）⇒ １人につき月額5 0 , 4 0 0円

　中度障害児の場合（２級）⇒ １人につき月額3 3 , 5 7 0円

手当を受ける手続きは？

　手当を受けるには、役場保健福祉課、各支所健康福祉課の窓口で申請手続きを行い、県知事の認定を

受けた後、支給されます。

　　　　　　　　　　　　問い合わせ　仁淀川町役場保健福祉課　福祉係　☎３５－０８８８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　仁淀総合支所健康福祉課　福祉係　☎３２－１１３２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　池川総合支所健康福祉課　福祉係　☎３４－２１１２

放送大学○受付…午前８時から午後４時まで

 （正午から午後１時は休み）

○施術時間…約５０分

○料金…一律３，０００円

○休み…日曜定休

○普段着着用での治療です

※完全
予約制

広 告

おかもと整体

仁淀川町土居甲１０５２　電話３４－２６３０

症状全般にわたって各年齢層に合わせた施術が可

能です。腰痛・肩こり・座骨神経痛・ストレスで

の不眠等。絶対にケガのない施術療法です。
※ホームページから

　出願も受け付けて

　おります。

詳しくは右記まで
お問い合わせください



広報によど川 8月号 《14》《15》 広報によど川 8月号

　７月２日より高吾北消防本部のホームページが

開設されました。地域住民の皆さまに興味を持っ

ていただけるような内容をお届けしたいと思って

おります。

　また、消防職員の活動や消防署の状況などを分

かりやすくお伝えできたらとも思っております。

消防本部のホームページを開設しました

後期高齢者医療の被保険者証(保険証)お手元に届いているでしょうか？

Ｐ
Ｃ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　高
知
県
で
は
、
視
覚
障
害
の
あ
る
方
に
音
声

ソ
フ
ト
を
使
っ
た
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
方
法
を
指

導
で
き
る
、
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

講
座
（
受
講
料
無
料
）
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　９

月
８
日
（
土
）
・
９
日
（
日
）

　９
時
30
分
か
ら
17
時

会
場　高

知
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

　（
高
知
市
旭
町
２
丁
目
21
―
６
）

対
象
者

　W
i
n
d
o
w
s
の
基
本
的
な
操
作
方
法
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
が
わ
か
る
十
八

歳
以
上
の
社
会
人
の
方

定
員　10

人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考
）

申
込
期
間

　８
月
１
日
（
水
）
か
ら

　８
月
31
日
（
金
）
ま
で

申
し
込
み
方
法

　住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
お
使
い

の
パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
の
種
類
を
記
入
し
、
電
子

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
・

　び
ー
ね
っ
と

　☎
０
８
８
・
８
５
０
・
０
３
８
５

　メ
ー
ル

　

b
e
-n
e
t@
b
e
-n
e
t.n
e
t

　後期高齢者医療制度に加入されている方は、平成24年８月

１日から被保険者証が薄紫色に変わりました。

　有効期限は平成25年７月31日までとなります。

限度額適用・標準負担額減額認定証も変わりました

　平成23年度中に認定されていた方で、24年度も市町村民

税が非課税の世帯に属する方には、被保険者証と一緒に送ら

せていただいています。

　また、これから入院を予定されている方や高額な外来診療

を受けている方で、まだ申請をされてない方は、お早目の手続

きをお勧めします。認定証の交付を受けると、医療機関への支

払いが自己負担限度額までになり、食事代も下表のとおり軽

減されます。

申請に必要なもの：被保険者証、認め印

問い合わせ　

　仁淀川町役場町民課　☎３５－１０８８

　池川総合支所住民課　☎３４－２１１１

　仁淀総合支所住民課　☎３２－１１１１

◎後期高齢者医療制度の加入者とは、

75歳以上の方と、65歳以上75歳未

満の方で一定以上の障害があり、申

請により認められた方です。

ホームページアドレス
http://www.kogohoku.ochi.kochi.jp/shobo/home.html

※検索キーワードは「高吾北消防本部　ホームページ」です。

※高吾北広域町村事務組合のホームページからもアクセスできます。

□お詫び訂正□
　広報７月号７ページ「金環日食」の記事で、鎌倉さんの字に誤りがありました。正しくは、鎌倉裕二

さんです。また、同ページの「仁淀柔道スポーツ少年団」の記事で、６年生女子の部第３位の西森さん

の学校名に誤りがありました。正しくは長者小です。お詫びして訂正いたします。

電力消費が増加する7

月26日〜9月7日のお盆

を除く平日、午前9時

〜午後8時において、5

％以上の削減（猛暑で

あった2年前の夏との

比較）にご協力をお願

いいたします。

※上記以外の９月末ま

での期間・時間帯に

ついても、日常生活

や仕事に無理のない

範囲での節電にご協

力をお願いいたしま

す。
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問い合わせ　観光事業部　☎34-2525

《17》 広報によど川 8月号 広報によど川 8月号 《16》

みんなが主役！　スタイルプロジェクトＢＢ

　昨年度の一連の実証実験を踏まえ、今年度は、緑肥

による環境負荷低減効果と肥料代替効果を狙って搾油

せず、あえてすき込みます。

　緩効性の菜の花緑肥は、肥料を代替する効果だけで

なく、春には景観を形成するとともに、冬の圃場外へ

の肥料成分の流出を低減する効果が期待できます。

　一時中断していた「川口橋」（大崎）の土

曜市、7月7日（土）から、再オープンして

います。朝早くから、たくさんの人たちが

集まってきて、社交場のようになっていま

す。

　朝8時ころには、出品者のみなさんや、朝

一番によりよいものを求める買い物客で賑

わいます。10時を過ぎると、商品も少なく

なりますのでお早めに。

問い合わせ

 「Ｂスタイル」プロジェクト

　大崎事務所（中山）

 ☎３５－０５６７   info@2410style.jp

 または

 ☎０９０－８６９６－７７０７（井上）

地域おこし協力隊がゆく ～今月は石川伊佐男隊員

　こんにちは、地域おこし協力隊の石川

です。４月から高萩隊員と古田地区の耕

作放棄地再利用の作業を始め、なんとか

春ソバをまき、田植えも終えています。

田んぼの水の管理や雑草の強さに驚き、

農業の難しさを実感しています。７月に

入り、何人かの方がソバの収穫を心配し

ていたという話を聞いたり、収穫時にわ

らを持ってきて教えていただいたり、地

区の方々が見守ってくれて

いるという雰囲気が伝わっ

てきます。私のようなよそ

者（移住者）は、受け入れ

られている安心感から居場

所があると感じることがで

きます。きちんと実がつい

ているのか不安もあります

が、地区の方への感謝の気

持ちを込め、一緒に春ソバ

を味わえることを楽しみに

しています。

　きれいな仁淀川の水辺で暮らし、土に触れ、風

を受け、気持ちのいい時間を過ごす。こんな山里

の暮らしは、住む人が幸せを感じるはず。このよ

うな時間を都市に暮らす人たちに体験してほしい

し、田舎暮らしを考えている方に町の魅力を発信

していきたい。私は移住者として、地域がどのよ

うに受け入れてくれるか、その大切さを実感して

います。これまでの私の活動を生かして、移住促

進事業を微力ながら進めていきたいと考えていま

す。今後ともご支援ご協力をお願いいたします。

活動報告はブログで発信しています。

→http://www.iju-join.jp/chiikiokoshi/blog/4037/

　もしくは、地域おこし協力隊ブログで検索

→タイトル:深山幽谷ヒゲな日々　名前:ひげさん

いし かわ   い    さ    お

○菜の花実験栽培 ○川口橋「土曜市」再スタート！

藤
ノ
野
地
区
の
「
菜
の
花
栽
培

実
験
圃
場
」
の
様
子

田
舎
暮
ら
し
を
考
え
て
い
る
方
へ

　町
の
魅
力
発
信

池
川
自
然
学
園
に
あ
る
「
石

釜
」
を
使
っ
た
ピ
ザ
づ
く
り

指
導
で
の
ひ
と
こ
ま

石川隊員

☎



文

　
芸

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

広報によど川 8月号 《18》《19》 広報によど川 8月号

藪
柑
子
句
会

　
　
　
　
　
　荒
木

　青
踏

ほ
と
と
ぎ
す
ふ
た
声
妻
の
ふ
た
七

日

鎌
倉
い
ち
い
ち

万
緑
や
足
弱
の
影
踏
み
し
め
つ

片
岡
と
く
ぞ
う

鮎
解
禁
暦
の
丸
の
太
か
り
き

小
崎

　千
恵

青
葉
し
て
伊
勢
神
宮
は
雨
の
中

片
岡
代
美
子

シ
ャ
ガ
ー
ル
の
や
さ
し
さ
に
ふ
れ

街
薄
暑

高
橋

　房
子

病
窓
の
さ
み
だ
れ
強
き
別
れ
か
な

上
岡

　利
寿

ポ
ケ
ッ
ト
に
切
符
半
券
夏
衣

井
上

　美
智

き
ら
め
き
は
風
の
木
洩
日
花
石
榴

尾
崎
マ
チ
エ

シ
ャ
ガ
ー
ル
の
絵
が
物
語
る
夏
館

高
橋

　幸
恵

飛
び
出
し
た
バ
ッ
タ
に
顔
を
蹴
ら

れ
た
り

結
城

　華
子

紫
陽
花
の
濃
淡
の
よ
し
大
き
さ
も

隅
田

　邦
子

花
の
香
の
日
陰
を
頼
り
一
万
歩

掛
水

　妙
子

娘
等
の
話
輪
の
外
額
の
花

岡
林

　鶴
子

我
が
余
命
思
い
て
花
の
京
へ
旅

仁
淀
俳
壇

　
　
　
　
　
　
　市
川

　千
秋

生
き
る
日
々
せ
わ
し
き
十
指
草
を

引
く

堀
部

　貞
子

寄
り
添
い
て
今
が
幸
せ
半
夏
生

古
味

　幸
子

紫
陽
花
を
厨
に
挿
し
て
嬉
し
き
日

植
田

　秋
恵

窓
口
の
老
眼
鏡
や
花
菖
蒲

田
村

　大
陸

身
の
元
気
伝
ふ
少
し
の
鮎
送
る

川
上

　純
子

明
け
易
し
一
と
日
の
思
案
床
の
中

吉
田
豊
之
祐

バ
ス
停
の
奥
に
十
薬
活
け
て
あ
り

松
岡

　豊
子

あ
る
だ
け
の
窓
に
風
入
れ
梅
雨
晴

れ
間

西
森

　今
子

ひ
ぐ
ら
し
の
初
声
聞
き
し
長
者
川

田
村

　千
草

滴
り
を
飲
み
引
き
返
す
散
歩
道

投
稿

俳
句　

　
　
　
　
　
　
　井
上

　一
明

夏
野
菜
作
り
楽
し
む
余
生
か
な

井
上
カ
メ
コ

老
木
の
梅
色
づ
き
て
夏
匂
う

短
歌　

　
　
　
　
　
　
　片
岡

　稔
和

茶
農
家
の
か
の
日
の
乙
女
今
が
旬

茶
畑
プ
リ
ン
も
売
出
し
上
々

仁淀川町行事カレンダー（8月・9月）……… ………ば
ん
り
ょ
く

あ
し
よ
わ

あ
ゆ
か
い
き
ん

は
く
し
ょ

び
ょ
う
そ
う

な
つ
ご
ろ
も

こ 

も
れ 

び

な
つ
や
か
た

け

の
う
た
ん

む
す
め
ら

わ

が
く

広 告

雨天時吾川中体育館

仁淀川町防災訓練



A B C D E

A

B

C

D

E

F

G

キ
ン
ギ
ョ
ス
ク
イ

広報によど川 8月号 《20》《21》 広報によど川 8月号

　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋めてくだ

さい。　に入る文字をアルファベット順に並べかえ

ると答えが出てきます。何でしょう？

応募方法　はがきまたは封書で応募してください。

　　　　　〒７８１－１５９２ 仁淀川町役場「広報パズル係」

賞　　品　小林勝利写真集「仁淀川遡行」を正解者の

中から抽選で１名様に。（当選者の発表は

次号広報）

町の人口・世帯数
平成24年7月1日現在

  人　口6,521人　（－  7）

  　男　3,060人　　　　　 

  　女　3,461人　　　　　 

  世帯数3,330世帯（－  2）

6月中の届出

転入  9人　  転出  8人

出生  1人　  死亡  9人

（　）内は前月比

広報によど川

本紙は再生紙を使用しています。

平成24年8月1日発行（No.85）
編集　仁淀川町広報編集委員会

発行　仁淀川町

〒781-1592

高知県吾川郡仁淀川町大崎124

　0889-35-0111

http://www.town.niyodogawa.lg.jp/

印刷　株式会社高知新聞総合印刷

　夏の日差しの下、町消防大

会でのひとこま。缶送り競技

で、的目がけて力強い放水が

行われました。

（田村　７月８日撮影）

第85回 クロスワード パズルクロスワード パズルクロスワード パズル ●締め切り
　8/20（月）必着表

紙
の
写
真

☆
た
て
の
カ
ギ

１

　悪
い
友
達
。
悪
さ
も
一
緒
に
す
る
ほ

ど
の
親
し
い
友
人

２

　教
え
導
く
こ
と

３

　飛
行
機
な
ど
を
入
れ
て
お
く
建
物

４

　物
が
燃
え
つ
く
し
た
後
に
残
る
粉
の

よ
う
な
も
の

５

　胃
が
ひ
ど
く
下
に
下
が
り
、
重
圧
や

ふ
く
ら
み
を
感
じ
る
病
気

６

　下
り
道
と
な
る
坂

12

　写
真
機
。
映
画
撮
影
機

13  

物
事
に
対
す
る
考
え
。
思
わ
く
。
つ

も
り

14  

歩
く
器
官
。
ま
た
、
く
る
ぶ
し
か
ら

下

16

　鳥
・
獣
を
捕
ら
え
る
し
か
け

17

　違
っ
た
意
味

☆
よ
こ
の
カ
ギ

１

　あ
ざ
ら
し
に
似
た
大
型
の
海
獣
。
ス

ィ
ー
・
ラ
イ
オ
ン

４

　五
・
七
・
五
の
三
句
十
七
字
で
あ
ら

わ
す
短
い
詩

７

　く
ど
く
ど
と
い
う
。
説
き
ふ
せ
る

８

　竹
や
木
を
組
み
合
わ
せ
て
水
上
に
浮

か
べ
た
も
の

９

　才
能
・
能
力
が
あ
る
こ
と

10  

人
の
ふ
と
こ
ろ
や
持
ち
物
か
ら
、
金

品
を
こ
っ
そ
り
盗
み
と
る
こ
と

（
人
）

11

　向
か
い
あ
っ
て
座
る
こ
と

12

　囲
う
こ
と
。
囲
う
も
の

14  

大
気
中
の
水
蒸
気
が
冷
え
、
水
滴
と

な
っ
て
降
る
も
の

15 
 

恐
ろ
し
い
。
悪
い
結
果
が
予
想
さ

れ
、
近
寄
り
た
く
な
い

18  

春
先
に
海
か
ら
川
に
入
る
ウ
ナ
ギ
の

幼
魚

（
出
題
・
藤
原
賢
一
さ
ん
）

ごめい福をお祈りいたします

・
応
募
者
数

　十
五
人

・
正
解
者
数

　十
五
人

・
当

選

者

　大
野

　秀
雄
（
名
野
川
）

第４回無事故・無違反ドライバーズコンテスト

セーフティロード１０３（土佐）

　５人１チームで無事故・無違反を競い合うコンテストです。チ

ーム内で１人でも交通違反・または交通事故があった場合は失格

になります。

◆参加申込期間　平成24年８月  1日（水）～  8月31日（金）

◆実施期間　　　平成24年９月20日（木）～12月31日（月）

　　　　　　　　までの１０３日間   

◆参加資格　　　・高知県内に居住または勤務している方

　　　　　　　　・チーム全員運転免許を有すること 

　　　　　　　　・日常的に自動車または原動機付自転車を

　　　　　　　　　運転している方

◆参加負担金　　１チーム／4,000円

               　　　（内訳：運転経歴証明書代、その他達成賞等）

※参加希望の方は、交通安全協会佐川支部または各駐在所に申込

用紙がありますので問い合わせください。

佐川警察署・交通安全協会佐川支部　☎２２－０１１０
※交通安全協会は、皆さまの会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします。

交通安全協会からお知らせ交通安全協会からお知らせ交通安全協会からお知らせ

今月の賞品今月の賞品
クロスワードパズル こ

ん
な
仁
淀
川
が
あ
っ
た
！

　小
林
勝
利
写
真
集
「
仁
淀
川
遡
行
」を
１
名
様
に

　今
月
の
商
品
は
、
小
林
勝
利
さ
ん
（
高
知
市
）
出
版
の
写

真
集
「
仁
淀
川
遡
行
」
で
す
。

　仁
淀
川
上
流
域
を
初
め
て
訪
ね
て
以
来
三
十
年
、
そ
こ
に

暮
ら
す
人
々
の
何
げ
な
い
日
常
や
ハ
レ
の
日
の
に
ぎ
わ
い
、

そ
ん
な
暮
ら
し
の
喜
び
や
淋
し
さ
を
丹
念
に
記
録
し
て
き
た

仁
淀
川
遡
行
三
十
年
の
集
大
成
で
す
。

　大
震
災
や
原
発
事
故
で
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
「
支
え
あ

い
」
や
「
思
い
や
る
心
」

の
貴
重
さ
に
気
付
か
さ
れ

る
私
た
ち
に
、
こ
の
写
真

集
は
営
々
と
築
き
あ
げ
て

き
た
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま

な
在
り
よ
う
を
、
改
め
て

考
え
さ
せ
て
く
れ
る
一
冊

で
す
。

問い合わせ・ご注文（定価3,000円）

　☎０９０－１５７３－２２８５　（小林勝利）

※町内の下記店舗でも、販売しています。
　スリーアームズ、田舎のコンビニおしおか、池川茶園、中津渓谷ゆの森

か
つ
と
し

そ

 

こ

う




